
目
次

日
本
版
へ
の
序

訳
者
序

一
序
論第

一
部
古
代
の
科
学

二
古
代
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
ー
エ
ジ
プ
ト
文
明
に
お
け
る
科
学
五

三
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
自
然
哲
学
一
七

四
ア
テ
ナ
イ
の
自
然
哲
学
ニ
八

五
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
時
代
の
科
学
四
四

六
ロ
ー
マ
と
古
代
科
学
の
衰
微
五
九

第
二
部
東
洋
と
中
世
と
の
科
学

七
中
国
の
科
学
と
技
術
七
三



八
イ
ン
ド
の
科
学
九
一

九
回
教
世
界
の
科
学
と
技
術
九
七

一
〇
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
術
と
手
工
業
の
伝
統
一
〇
七

一
一
中
世
の
学
問
的
伝
統
一
一
八

第
三
部
第
一
六
・
一
七
世
紀
の
科
学
の
革
命

一
二
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
宇
宙
体
系
一
塁

一
三
ギ
ル
バ
ー
ト
と
ベ
ー
コ
ン
、
お
よ
び
実
験
的
方
法
一
四
八

一
四
ガ
リ
レ
イ
と
力
学
一
六
0

一
五
デ
カ
ル
ト
ー
数
学
的
方
法
と
機
械
論
的
哲
学
一
七
九

一
六
科
学
の
革
命
と
宗
教
改
革
一
九
一

一
七
万
有
引
力
の
理
論
ニ
一
0

一
八
第
一
七
世
紀
の
光
学
三
一
七

一
九
医
学
、
お
よ
び
血
液
循
環
学
説
ニ
三
四

二
〇
錬
金
術
か
ら
医
化
学
へ
一
西
九



二
ー
近
世
初
期
の
科
学
の
応
用
三
八
七

二
二
第
ー
七
世
紀
に
お
け
る
科
学
の
学
会
ニ
八
ー

第
四
部
第
ー
八
世
紀
の
科
学
―
国
々
の
科
学
的
伝
統
の
発
展

二
三
第
ー
八
世
紀
に
お
け
る
科
学
の
応
用
ニ
九
五

二
四
第
ー
八
世
紀
の
科
学
の
背
景
三
〇
六

二
五
第
ー
八
世
紀
の
天
文
学
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
体
系
三
ー
七

二
六
フ
ミ
ギ
ス
ト
ン
説
と
化
学
革
命
一
三

二
七
第
ー
八
世
紀
の
機
械
論
的
世
界
に
お
け
る
進
歩
の
観
念
三
四
六

訳
註
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